
大学分科会の審議状況について 

 

２０年９月 諮問「中長期的な大学教育の在り方について」 

(1) 社会や学生からの多様なニーズに対応する大学制度・教育 

(2) グローバル化の進展 

(3) 人口減少期における大学の全体像 

２０年１２月 答申「学士課程教育の構築に向けて」 

(1) 「学位授与」「教育課程」「入学者受入れ」の３つの方針の明確化 

(2) そのほか，ＦＤ・ＳＤの重要性，質保証（情報公開を含む），公財政支援 

２１年６月 大学分科会「第一次報告」 

(1) 社会や学生からの多様なニーズに対応する大学制度・教育 

・公的な質保証システム（設置基準，設置認可審査，認証評価の課題） 

・学生支援・学習環境整備の重要性（履修指導・就職支援を含む） 

(2) グローバル化の進展 

・大学の国際競争力の向上 

(3) 人口減少期における大学の全体像 

・機能別分化の促進 

・大学の適正規模の観点からの自主的な組織の見直し 

・大学の適正な発展のための収容定員の取扱いの適正化 

・情報公開の促進（教育活動の情報，財務・経営情報の情報） 

２１年８月 大学分科会「第二次報告」 

(1) 公的な質保証システム 

・設置基準，設置認可審査，認証評価の課題 

・教育情報の公開の促進 

・職業指導（キャリアガイダンス） 

(2) 大学院教育 

(3) 学生への経済的支援 

 

●現在，質保証システム部会で「教育情報の公開の促進」「キャリアガイダンス」を集中

に審議 的
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ど
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